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■ 会 長 報 告           早川 清人君 

皆さん、こんに

ちは 

私、昨日まで東

京出張だったので

すが、オバマ米大

統領来日と重な

り、規制が厳しく、

都心の移動には通常の２倍程の時間を要し苦労

しました。要人警護のため国民に多くの犠牲を

強いているのですから、より良い成果をもたら

されるよう期待せずにはいられませんでした。 

さて、最近のニュースでの記者会見等におけ

る言葉の使い方において、時として奇異に感じ

ることがあります。表現の用い方がそれぞれに

相違していると云う点です。言葉には２種類の

解釈があるものと理解させられました。一つは、

当然ながら文字そのものによる解釈、そして、今

一つは論理的解釈です。論理的解釈では、文脈、

発言者の意志、その背景を斟酌してその言葉の

意味を知ることです。穏やかな言葉を使用して

いながら、極端に激しく伝わると云うことがあ

るものです。主張それぞれに関し、この意味を深

く理解し聞くことが肝要であり、それを怠ると、

真の意味を逸脱して解釈してしまうものである

ことを痛感した次第です。 

また、話題となったニュースに冤罪がありま

す。この報道に接し、刑法って一体何なんなのだ

と考えられた方も多かったのではないでしょう

か。良い機会ですので、刑法について少しお話し

したいと思います。刑法には、制定及び運用にお

ける基本的考え方があります。これを「罪刑法定

主義」と云い、それには、６つの原則が存在しま

す。一つ目は、「法律主義」で、犯罪と刑罰を「法

律」によって定めなければならないとしていま

す。つまり、法律で定めのない罪で罰せられるこ

とはないと云うことです。二つ目は、「刑罰法規

明確性」です。刑罰法規は、いかなる行為を処罰

するものであるのかが一般国民にとって理解で

きる程度に、明確に規定されていなければなり

ません。恣意的運用の抑制を図っているのです。

三つ目は、「実体的ヂュープロセス」です。刑罰

法規は、実質的な処罰の必要性と根拠を有しな

くてはならず、かつ、刑罰の均衡が担保されなく

てはならないのです。四つ目は、「絶対的不定期

刑の禁止」です。刑期の定めのない懲役・禁固な

どは、言い渡すことができません。五つ目は、「類

推解釈の禁止」です。刑罰法規に規定していない

事項について、ある刑罰法規に類推されるもの

として適用することは禁止されています。そう

でなければ、何で処罰されるか分からず、一つ目

の「法律主義」に反する結果となるからです。最

後の六つ目は、「事後法の禁止」です。犯罪行為

の時に処罰対象ではなかったが、事後法律が制

定された犯罪では処罰されることはないと云う

ものです。刑法って、厳格な考え方のもとに規定

されているんですね。お分かり頂けましたでし

ょうか。 

と云うことで、皆さんお待ちかねの日本神話は

今回お休みとさせて頂きました。日本神話の続

きはまた来週以降にさせて頂きます。 

■ 幹 事 報 告           松浦 正秋君 

・第２６２０地区より 

 ５月のロータリーのお知らせ届いております。 

 １ドル=１０２円です。 

・藤枝市緑をすすめる会より 

 「第７６回植木まつり花と緑のフェスタｉｎ

ふじえだ」の案内が届いております。 
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■ 出 席 報 告             寺田 章君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

39／46 84.78％ 41／46 89.13％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○小林君 ○小山君 ○樽井君 ○富澤静君 

○山田君 川口君 藪崎君 

(２)メークアップ者 

小林 正敏君（静岡） 中山 恵喜君（静岡） 

富澤 静雄君（静岡） 

■ スマイル B O X         寺田 章君 

 本日、結婚記念日の祝の品を頂きました。

両人共に忘れていましたので、今持って帰

るのはどうしたものかと考案しています。

ちなみに記念日は 21 日でした。 

池ヶ谷 勇君 

 次男が、あんまマッサージ師・はり師・き

ゅう師の国家試験に合格しました。本人は

もう一年アスレティックトレーナーを目指

すようです。まだ親がかりです。 

稲葉 俊英君 

 大変お世話になりました。誠にありがとう

ございました。           植田 裕明君 

スマイル累計額  ４５７，０００円 

■ 会 員 卓 話                        

 

 

桑原 茂君 

 

 

 

①建築塗装業界の現況 

・建設業界の中にある建築塗装工事ではあり

ますが、その環境がここ数年間で随分と変

わってきました。建設投資に至っては、平成

4 年のバブル時に官民併せて 84 兆円であっ

たのに対して、20 年近く経った今では、17

兆円と４分の 1 以下になってしまった。  

・建設業に従事する就労者数も平成９年の

685 万人が今では 473 万人と３割減。 

・建設業許可業者も 60 万社から 49.8 万社と

２割減。 

・ただし、塗装工事業許可業者は、24,000 社

から約 50,000 社に増。 

つまりこの現象は、今までは大手ゼネコン

や建設会社、工務店の下請けに徹していれ

ば食いっぱぐれなく継続できていた塗装業

界であったが、大手ゼネコンの工事高が減

少するにつれて下請の負担（つまりは維持

費、人件費他諸々の負担）が大きくなり塗装

会社としての継続維持が難しくなってきて

しまいました。そこで多く塗装技術者を抱

えていた塗装会社は、その技術者を独立さ

せていきました。 

・塗装業と言えば、新築時に外壁を塗る、内部 

の建具や枠・木部を塗るのが主たる仕事内

容でありましたが、最近の新築では、外壁は

既製品の張物（サイディング他）は圧倒的に

増え、内部も既製品の巾木や建具に代わっ

てしまい、ほとんど塗る物がなくなってし

まった。そこで、我々塗装業界が向かった先

は、改修工事（塗替え・リフォーム）です。

昔は、新築 40％、改修 60％だったのが、今

は新築 20％、改修 80％に様変わりしたのが

現状です。 

・改修時の受注の取合いが始まり、（今までの下

請受注が塗装業者の立ち位置だったものを変

え、直請け受注をする業者が増え始める）そ

こに独自のスタイル（個性・差別化）での塗

装会社・業者が増え始める結果となった。 

②㈱ソーケン塗工の今、そして今後 

弊社は創業は、昭和 56 年。法人にして今期

で 31 期を迎えています。最近では、やはり

お客様に他社とは違う提案ができるように

いろいろな情報や商材の提供を心がけてお

ります。 

東北の震災後、節電が合言葉になった際には、

いち早く建物の室内温度を下げるには、遮熱

塗料での施工が重要になってくる。そして、

窓ガラスからの太陽熱が一番温度を上げる要

因になっているのではないかと・・窓断熱コ

ートを他社にはない商材として販売しました。 
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最近では、都市再生特措法の改正による津

波対策、防災、減災への取り組みが行政で検

討及び各自治体へ指導されているとのこと

から、我々塗装業界でそこに貢献できる商

材として『蓄光塗料』の販売を始めました。 

暗くなったら必ず光る、見える・・という単

純な特性のある塗料ですが、これがきっと

人命を救ってくれる塗料であると信じて、

販売を続けていこうと思います。 

災害は、大地震は昼間に起きるとは限りま

せん。真夜中に起こる可能性もあります。月

明かりのある満月とは限りません。夜中の

新月の時に起こる可能性もあります。その

真っ暗闇の中、走って避難しなければなら

ない時に、何か光る何か見えるものがあれ

ば、人は駆け足で行動できます。避難経路の

確保、目標物の認識、段差・障害物を知らせ

る、墜落防止等あらゆる暗闇・暗がり対策に

お役にたてる塗料だと思います。 

これからの商材ですので、皆様からいろい

ろなこうした場面で利用できるというアイ

デアがあればぜひ教えていただきたいと思

います。 

ご清聴ありがとうございました 

 

 

 

ともの眼科医院 

伴野 正明君 

 

 

皆さんの半数は、そろそろ白内障になる年齢

です。80 歳では 100％誰でも起きている老化

現象です。20％位の人に手術が必要になりま

す。手術の完成度は高く、多くは良い視力が得

られますが、より良く見える様に遠近共にピ

ントを合わせる多焦点眼内レンズが承認され

ました。主流は単焦点レンズで保険適応です。

入院しない日帰り手術が大部分です。眼内レ

ンズの進歩により遠近共にピントの合う多焦

点眼内レンズ、乱視にも対応した乱視レンズ、

最新は 3 焦点（遠中近）で乱視も直せるレン

ズが承認されました。問題は保険適応になら

ずレンズ代＋手術代が自己負担になり、従来

法なら 7 万円台（保険 3 割負担時）が 40 万円

近くになる点です。先進医療適応医院では、一

部保険適応され数万円安くなります。レンズ

自体が高価なためですが、目の状態とニーズ

と経済状況でどのタイプにするか決めます。

単焦点ほどクリアの見え方でないため、10％

位の人が多焦点眼内レンズを選択しているよ

うです。通常はめがね無しになるので便利で

す。必要時は弱い眼鏡を使用してカバーしま

す。今は医療費抑制政策のため駄目ですが、将

来保険適用になり誰でも利便性を享受できる

時代になるように願っています。 

■ 今週の一言            佐野 裕基君 

【私の欲しいもの】 

今私のほしい物は〝新しい固定客〟です。 

安定した売上げと発展する商売には欠かせない

物だと思っています。 

皆様も奥様とケンカでもされた時には是非ご利

用ください。 

■ 本日のお食事                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／森竹君） 
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